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桐生織物協同組合
テキスタイル部会の取組

まちづくりミーティング

繊維産地桐生の活性化
～桐生織（KIRYU textile）のブランディング展開について～

桐生織物協同組合
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桐生織物協同組合テキスタイル部会について
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令和4年4月1日時点



桐生織物協同組合テキスタイル部会の取組
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地域団体商標海外展開支援事業
2018-2020

「桐生織」で指名買いされる産地になる。

海外ブランド推進委員会を設置するとともに、
ブランドプロデューサー KCmitF 大谷 啓介氏を招聘

目的
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参加事業者の共通理解/経験（マーケット理解）

◆ターゲットとなる市場、競合産地の現状
・JETRO海外事務所を通じた市場調査
・上海視察（インターテキスタイル上海 市内店頭調査）
・ドイツ視察（ミュンヘンFS展 ベルリン市内店頭調査）

◆海外デザイナーと直接協業をし、その効果を検証
・上海ファッションウィークに向けたデザイナーとの協業
デザイナーViviano Sueによる上海ＦＷでのコレクション発表
・上海ファッションウィーク展示会等の視察、調査
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海外向けブランド「KIRYUtextile」のブランドロゴを作成
KIRYUtextileの海外商標登録
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海外に情報発信ができる桐生織のWebサイトの構築（日本語・英語・中国語）
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SNS（インスタグラム）による情報発信



2021年度
「桐生織」新たなビジネス展開等に関する人材育成事業

【桐生織の販路として、注目するのは若手のクリエイ
ター】
【桐生織、KIRYUtextileのWEB、SNSの活用】
専門家からのレクチャー

【産地からB to Cも含めたアピール、情報発信力の
強化
の必要性】 ⇒リアル展開＠桐生

勉強会の開催（5回）
講師（プロデューサー） KCmitF大谷啓介氏
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2022年度事業

【リアル展開＠桐生への取組み】
産地の人材が自らアクションを起こす

【運営に係わる人材、組織体制、外部人材との連
携】

【産地からB to Cも含めたアピール、情報発信力の
強化】

勉強会の開催（全5回を予定）
講師（プロデューサー） KCmitF大谷啓介氏
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今後の展望

「産地への訪問」に繋げる。

オープンファクトリー、生地サンプルや製品の展示、
KIRYUtextileのマルシェなどリアルイベントを開催
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